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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公開番号】特開2010-160257(P2010-160257A)
【公開日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-029
【出願番号】特願2009-1658(P2009-1658)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ   9/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   9/36    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ  17/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月7日(2012.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口が形成されたシャッタ基板と、前記開口を通過する光を遮断するシャッタ羽根とを
有するシャッタ部と、
　前記開口を通過する光の像を撮像する撮像部と、
　前記シャッタ基板と前記撮像部との間に備えられ、前記開口を通過した光を透過させる
光透過部材と、
　前記光透過部材に備えられ前記光透過部材を振動させる振動部と、
　前記光透過部材及び前記振動部を封止するように前記シャッタ基板と前記撮像部とを連
結する連結部とを含むことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　請求項１に記載された撮像装置であって、
　前記光透過部材は前記振動部を介して前記シャッタ基板に接続されていることを特徴と
する撮像装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載された撮像装置であって、
　前記連結部の前記光透過部材に対向した部分に備えられ、前記光透過部材から除去され
た塵埃を保持する塵埃保持部を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までの何れか１項に記載された撮像装置であって、
　前記振動部は、前記光透過部材の前記開口に対向する領域よりも外周側に備えられてい
ることを特徴とする撮像装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までの何れか１項に記載された撮像装置であって、
　前記撮像部は、撮像した像を電気信号に変換する撮像素子と、前記光透過部材と前記撮
像素子との間に備えられ前記光透過部材よりも面積が大きい透過部とを有し、
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　前記連結部は、前記透過部と前記シャッタ基板とを連結することを特徴とする撮像装置
。
【請求項６】
　請求項５に記載された撮像装置であって、
　前記透過部と前記光透過部材とを封止する封止部材を有し、
　前記振動部は、前記シャッタ基板と前記光透過部材との間に備えられていることを特徴
とする撮像装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までの何れか１項に記載された撮像装置であって、
前記光透過部材は光学ローパスフィルタの少なくとも一部であることを特徴とする撮像装
置。
【請求項８】
　請求項１に記載された撮像装置であって、
　前記光透過部材は、弾性体を介して前記撮像部に取り付けられていることを特徴とする
撮像装置。
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